
ポートランド日本人学校だより 

わ か ば 

 

緊急連絡！ 

 

ホームページ http://www.shokookai.org/gakkou.htm   毎週火曜日更新 

 

 

○臨時休校する場合 

＊学級連絡網を通じて、各家庭に休校の連絡を致します。 

≪当日：朝６時３０分～７時３０分の間、 前日：夜８時～１０時の間≫  

  ＊前日以前に休校が決定した場合は、その時点で連絡致します。 

＊当日の朝７時３０分までに連絡がない場合は、平常通りに学校があります。 

＊学校のホームページにも掲載しますので、必要に応じてご確認下さい。 

  （注意）： 通学地域は広範囲に及んでおり、地域により状況に違いが生じます。

そのため、開校していてもルートによってはスクールバスが運休する

場合があります。各自でバスストップまで行き確認して下さい。運休

時の登校につきましては、ご家庭の判断に委ねます。 

○早めの下校 （天候の急変等への対応 ) が必要と判断する場合 

＊学級連絡網を通じて、時間を繰り上げてのお迎えをお願いすることになります。 

＊保護者が迎えに来るまで、子ども達は教室で待機させます。直接各教室に行き、 

担任の確認を受けて下さい。 

＊迎えが困難で、他の方にお迎えを依頼する場合は、必ず学校に連絡して下さい。 

  学級連絡網の活用方法  ※この連絡体制は、他の場合も同様です。 

①≪連絡を受けたら≫ 、≪至急次の方に連絡≫ をして下さい。 

②相手が ≪不在の場合≫（留守番電話の時を含む） は 、≪その次の方に連絡≫ をして下さい。 

※不在の人には、何度か連絡を試みて下さい。 

※留守番電話のメッセージを聞かれた方は、メッセージを残した方にその旨連絡して下さい。 

※最終的に連絡がとれない場合は、担任までその旨をご連絡下さい。 

③ ≪最後の家庭≫ は、連絡を受けたことを ≪担任まで連絡≫ して下さい。 

◎お願い 

※緊急時はもちろん、日頃より、登校日にはいつでも学校から確実に連絡が

とれるようにしておいて下さい。 

※携帯電話をお持ちの方で学校に知らせていない場合は、事務局までお知ら

せください。 
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『第３６回海外子女文芸作品コンクール』入賞！ 

詩部門 佳作 小学部２年  村木俊哉さん「りんごの木」 

このコンクールは、現在、海外に在住する約７万２千人の小・中学生が、言語・風習・風土・治安など、 

日本と異なる生活環境の中で、いろいろ得難い経験を積みながら、感じ、考え、感動したことを日本語で

表現するために、１９７９年以来毎年行われています。様々な形で日本の勉強に取り組んでいる子どもた

ちが年齢相応に学習したことを母国語である日本語によって表現することは、日

本語学習の上からも、日本人としての人間形成の上からも大切なことです。今年

度の応募作品総数は、40,311 点に上りました。本校からは、小学部２年生～中

学部３年生２５９人対象のうち、合計２３６人・３６６点(作文９０点､詩５６点､

短歌３３点､俳句１８７点)もの作品を出品しました。このようなたくさんの応募

作品の中から、今回は、小学部２年生の村木俊哉さんが受賞されました。審査結

果は、海外子女教育振興財団のホームページと、「海外子女教育」１１月号にて

発表されます。おめでとうございます。           受 賞 作 品 

 

 

 

 

「蜘蛛の糸」を読んで   中学部３年    彦 坂  健太朗 

 この作品を読み、最初に感じたことは筆者の巧みな表現力です。例えば「水晶のような」という表現を
使い筆者は蓮池の透明さを表しています。このように、この筆者は幻想的なたとえを使い物語の様子を巧
みに表現するところがすごいと思いました。 
 物語について面白かったと思うのは、人の欲深さが表されていたところです。やっぱり人は自分の事と
なると、つい自己中心的になってしまいがちです。犍陀多（カンダタ）もその一人で他に登ってきた罪人
たちにこう呼びかけました。「こら、罪人ども。この蜘蛛の糸は己のものだぞ。お前たちは一体誰に尋ね
て、登ってきた。下りろ。下りろ。」その途端、糸は切れてしまいました。人の欲深さは悲劇を呼ぶのだ
と思いました。 
 僕たちが今、国語の単元で学んでいる「高瀬舟」、喜助は犍陀多とは正反対の性格だと思いました。ど
ちらも不運な運命をたどってしまいますが、欲のない喜助と欲深い犍陀多、両方の視点から物を見ると、
色々な事に気付き興味深かったです。例えば、もし犍陀多が喜助だったら、喜助は蜘蛛の糸に群がる人た
ちをどうするのか、という疑問です。彼がどうするのか想像はふくらむばかりです。しかし、彼なら、
「極楽」へ行けるような気がします。色々な想像ができるのが読書の魅力だと実感する事のできた良い機
会だったと思います。 
 表現技法を巧みに使い、読者を物語の中に引き込ませることのできる芥川龍之介がなぜ歴史に残った文
豪なのか理解できました。僕はこの人の他の作品を読んだ事がないので、今度、読んでみたいです。 
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